
③年代別に見た中小企業の経営者年齢の分布
次に、中小企業の経営者の年齢の分布を見ると
最も多い経営者の年齢は1995年に47歳だったが、

2018年には69歳となっており、経営者年齢の高
齢化が進んでいることが分かる 2（第2-1-3図）。

第2-1-3図 年代別に見た中小企業の経営者年齢の分布
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23年間で経営者年齢の山は、
47歳から69歳へ移動

資料：（株）帝国データバンク「COSMOS2（企業概要ファイル）」再編加工
（注）年齢区分が5歳刻みであるため山が、動いているように見えないが、2015年から2018年にかけて、経営者年齢のピークは3歳高齢化し

ている

今後、経営者の高齢化が進むと、年齢を理由に
引退を迎える経営者が増えると予想される。こう
した中で、地域社会ひいては日本経済を維持・発

展させるためには、新たな経営の担い手の参入
や、有用な事業・経営資源を次世代に引き継ぐこ
とが重要になる。

	2	 経営者引退に伴う経営資源の引継ぎ
①経営資源引継ぎの概念
第2-1-4図では、経営者引退に伴う経営資源引
継ぎの概念について整理している。経営者引退
は、事業が継続されるか否かによって「事業承

継」と「廃業」に分けられる。また、事業の継続
状況とは別に、事業で使用されていた経営資源が
どうなったかという観点から捉えた「経営資源の
引継ぎ」がある。

	 2	 第2-1-3図の年齢区分が5歳刻みであるため、山が動いているように見えないが、2015年から2018年にかけて、経営者年齢のピークは3歳高齢化している。
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